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　クルーズ客船「ぱしふぃっくびいな
す」が舞鶴港に寄港。出港時の見送り、
入港時の出迎えボランティアを募集し
ます。皆さんで青色のハンカチを振っ
て寄港を盛り上げましょう。
▪出港見送り
● ７月 30 日（月）11 時、受け付け
開始（12 時出港予定）
● 西舞鶴高校吹奏楽部の演奏など
▪入港出迎え
● ８月１日（水）11 時、受け付け
開始（12 時入港予定）
● 相愛保育園の太鼓演奏など

▲子どもたちが青色のハンカチを振って
出迎え（昨年 7月）

〈共通〉
● 京都舞鶴港西港第２ふ頭（駐車場は
第３ふ頭特設駐車場）
● 当日、顔写真付きの身分証明書など
により本人確認ができる人（18 歳未
満は保護者同伴）
※ SOLAS 条約（海上における人命の
安全のための国際条約）に基づき、船
舶や港湾施設の安全管理のため、身分
証などの確認を行っています。
● 先着 150 人
● 当日受け付け
● 観光商業課（☎ 66・1024）

引き続き
節電にご協力を

　今夏は、電力需給のひっ迫が懸念さ
れる中、関西電力㈱管内において、万
が一に備え、計画停電の準備が進めら
れていますが、一部の医療機関や鉄道、
府・県庁、市町村役場、警察署、消防
署などのほか、原子力発電所周辺 30
㌔㍍圏内についても、除外されること
となり、舞鶴市域は、計画停電対象地
域から除外されることになりました。
　しかしながら、今後も厳しい電力不
足が予想されますので、市民の皆様に
は引き続き健康に影響のない範囲で節
電にご協力をお願いします。　　
　　　《危機管理・防災課、生活環境課》

災害廃棄物の受け入れは
当面見合わせます

　私は、東日本大震災による災害
廃棄物の処理が被災地復興の大き
な妨げになっていることから、少
しでもお手伝いがしたいとの思い
で災害廃棄物の受け入れに向けて
取り組んできましたが、このたび、
受け入れのための作業は当面見合
わせることとしました。
　可燃性の災害廃棄物については、
当初予定していた期間内に処理で
きる目途がついたという国の通達
があり、京都府から災害廃棄物の
受け入れに向けた取り組みについ
ては当面見合わせていただきたい
との連絡があったため決定したも
のです。
　４月 17 日に京都府から正式要請
を受けて以来、ごみ処理施設の地
元への説明会を 13 回行い、皆さん
の同意を得て実施した放射線量の
現況調査がこのほど終了し、試験
焼却に向けて動き出そうというと

ころでした。
　災害廃棄物の受け入れについて
は、積極的に応援してくださった
皆さんもあったことを考えると、
直接復興のお手伝いができなかっ
たことは残念ではありますが、東
北の復興作業が進むことが一番の
目的でしたので、処理の見通しが
立ったということは良かったと
思っています。
　ごみ処理施設の地元自治会・団
体の皆さんにはご協力をいただき、
これまで取り組みを進めることが
できたことについて感謝申し上げ
ます。また、市民の皆さんには災
害廃棄物の受け入れについて多く
の意見をいただきました。今後も、
引き続き皆さんの信頼に応えられ
る市役所を目指して取り組んでま
いります。

舞鶴市長

　市議会６月定例会が６月５日に開会。
平成 24 年度一般会計補正予算や条例
改正など市長提案の 13 議案を審議。
原案どおり可決・承認・同意し、６月
26 日に閉会しました。詳細は、広報ま
いづる８月１日号でお知らせします。

一般会計補正予算など
可決・承認・同意

市議会６月定例会
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